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最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14年 5月 17日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　　　　　　　　　　　　記

1．連結業績予想
(1)中間期(平成 14年 4月 1日 ～ 平成 14年 9月 30日) (単位：百万円、％)

中間純利益

前回発表予想(Ａ) △ 1,400

今回修正予想(Ｂ) △ 1,650

増減額(Ｂ－Ａ) △ 250

増減率 -

前年中間期実績(平成13年9月) △ 824

(2)通期(平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日) (単位：百万円、％)

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 1,800

今回修正予想(Ｂ) 1,500

増減額(Ｂ－Ａ) △ 300

増減率 △16.7%

前期(平成14年3月期)実績 1,832
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2．単独業績予想
(1)中間期(平成 14年 4月 1日 ～ 平成 14年 9月 30日) (単位：百万円、％)

中間純利益

前回発表予想(Ａ) △ 800

今回修正予想(Ｂ) △ 460

増減額(Ｂ－Ａ) 340

増減率 -

前年中間期実績(平成13年9月) △ 1,018

(2)通期(平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日) (単位：百万円、％)

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 1,600

今回修正予想(Ｂ) 2,100

増減額(Ｂ－Ａ) 500

増減率 31.3%

前期（平成14年3月期）実績 1,611

3．理由

(1)中間期

(連結)

   当中間期につきましては、無機化学事業は国内景気の低迷及び為替の影響を受けましたが、有機化学事

業は自社開発農薬が海外を中心に順調に伸長し、売上高、経常利益共前回発表より増加の見通しであります。

   中間純利益につきましては、アルゼンチンが為替変動相場制に移行したことによる為替差損及び投資有価

証券、ゴルフ会員権の評価損などの発生のため、前回発表より若干減少する見通しであります。

(単独)

   連結同様、売上高、経常利益は前回発表より増加の見通しであります。

   中間純利益につきましては、連結同様評価損などの発生はありますが、前回発表より改善される見通しであ

 ります。

(2)通期予想

   下半期につきましては、無機化学事業の事業環境は引き続き厳しい状況が予想されますが、農薬事業は堅

 調に推移する見通しです。

   平成１５年３月期通期の業績予想につきましては、中間期業績予想変更の影響とうにより当期純利益は、連

 結１５億円、単独２１億円の見通しであります。

(注)上記の予想には、本資料発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。
       世界経済・競合状況・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と異なる
       可能性があります。
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